
麻生区区民会議 第１０回 市民活動・地域活動の活性化部会 議事要旨

１ 開催日時：平成２７年９月１５日（火）午後３時００分～午後５時００分 

２ 開催場所：麻生区役所第４会議室 

３ 出席者：[専門部会委員] 

岡倉委員、高橋委員、石川委員、植木委員、小尾委員、髙倉委員、林委員、宮本委員 

（欠席）石井委員、横田委員 

 [事務局] 井上企画課長、白石、麻生 [コンサルタント] 中島 

４ 傍聴者  ０名 

５ 連絡事項 

  ・部会長より企画部会の報告。ボランティアが健康寿命を延ばすという点について、根拠となるデータを示 

した方がよいとの助言があったとのこと。また、２月頃を目安に、フォーラム開催に向けて各部会で検討 

していく旨、確認がなされた。 

  ・先日開催の「子育てフェスタ」について、ボランティアとして参加した委員から感想を得た。  

  （主な感想） 

多くの若い世代の来場に驚いた。若い世代が何を求めているのかを知ることが、まちづくりにつながる。 

   午前は人が集まったが、午後は人集めに苦労した。保育園入所の判断材料にもなっているようだ。 

行政が主催のままでは今後につながらない。市民が主体となるように実行委員会形式などの仕組みが必要。   

作品づくりの催しの場合は声をかけるよりも現物を持って、案内した方がスムーズにいく。 

１日拘束されたものの昼食や、終わりのあいさつがなかった。残念。 

 ・前回の会議についてコンサルタントが説明。 

６ 議 事 

（１）麻生老人福祉センター現地調査報告について 

９月１０日、岡倉委員、高橋委員、石川委員、宮本委員の４名が、麻生老人福祉センターにて、ヒアリン 

グを実施。その調査報告がなされた。 

・いこいの家と市民館を併せた機能を持っている。いこいの家とは別の組織。 

・各団体は個別に活動しているので、団体の中に入って話を聞くことは難しい。 

・利用者は卓球など、何らかの目的があって施設に訪れている。他のことについて関心を持ってもらうのは 

難しい。 

・ボランティア活動の活性化のためには、団体にボランティアを紹介するような仕組みがあるとよい。 

併せて、障害者スポーツなどのように、ボランティア側も障害者の専門的知識を知らなくても、一緒に活 

動できることを、あらかじめ知っておいてもらえると助かる。     

・今後、いきいき健康フェア等で連携も検討できるかもしれない。 

・ボランティア活動の魅力、必要としている活動分野、相談窓口について情報をセンターに提供することで、 

 センター内のサークル団体、個人の関心を捉えるきっかけになるのかもしれない。 

（２）「健康づくりのつどい」での調査の進め方について 

  ・パネルにポストイットを張り付ける方式で、前回意見が一致した。子育てフェスタで同様の試みをしてい 

るケースがあったが、パネルに案内役をつけておらず、誰も張り付けていなかった。 

  ・ポストイットに書きこむのは委員でよい。ポストイットが増えた後刻の方が、他の人の意見も見ることが 

できて、盛り上がると思う。 

  ・ブース勧誘とパネル案内の二つの担当に分けるよりも、勧誘した委員がそのまま最後まで付き添った方が 

よい。 

  ・勧誘はペアで取り囲むのではなく、単独で行った方がよい。 



・パネルとアンケートの質問内容を同一にし、他イベントで待っている人に対して聞き取り、それを委員が 

パネルに移しかえれば、多くの意見が集まる。 

  ・ボランティアの参加が健康寿命を延ばすことを説明する冒頭のパネルは、目を引くキャッチフレーズが必 

要。あわせてブース外で聞き取る際は同様のチラシを渡す必要がある。 

  ・その中に健康寿命を延ばすという裏付けとなるようなデータや記事を入れた方がよい。 

 ・ボランティアに参加して元気になったという人物がいれば、その写真があるとよい。 

 ・意見を頂いたお礼として渡す物品が必要。→マグネットを準備する。 

 ・初めのパネルは「ボランティアに関心がありますか」という質問で、YES－NO方式で聞いた方がハードル 

が低い。性別をシールで色分けする。 

  ・健康づくりのつどいの参加者は、アンケートによると、７割強は女性。65～79歳が約半数を占める。  

・データを取るのではなく意見を聴くのが目的なので、年代別に分ける意味はあまりないと思う。 

 ・「ボランティアに関心がありますか」にNoと答えた人に対しては、その理由をポストイットに書いてもら 

い、相談窓口の情報を掲載したチラシを渡す。 

  ・２問目の設問として、１問目を深堀りするならば「どのようなボランティアに関心がありますか」、「ど 

うしたら、ボランティア活動に参加しますか。」などの質問が考えられる。再度、１０月の部会でフロー 

チャート（案）を事務方から出してもらい、検討する。 

  ・10月の部会後、健康づくりのつどいブースの準備日として、10月23日（金）14時～を設定した。 

 （３）フォーラムについて 

  ・フォーラムの件については地域人材育成会議でも話が出ているので、情報を確認しつつ進めた方がよい。  


